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平成２０年３月１４日（金）【通算 １４９号】 U 盛岡市立仙北小学校 

U 特集１ 平成19年度 「学校運営に関する評価」の考察 について   

保護者の皆さんから回答いただいた「学校運営に関するアンケート」による本校教育への評価、そ 

の評価を元にした「本校の新年度経営方針」、そして地域の代表として仙北小を支えてくださる「教 

育振興委員会のご意見」。保護者、地域、学校が一体となって、子どものより良い成長を願う仙北小 

の教育についての１９年度の評価と２０年度の具体的な運営方針を次ページ以降にまとめました。 

 次ページ以降の「学校運営に関する評価」の考察の見方を説明します。 

 
 
 

保護者からの評価 学校の考察 教育振興委員会の提言 

【
設
問
１
】
学
校
と
家
庭
の
情
報
交
流 

 

(1) 学校は、学校教育目標・経営方針や
子どもの活動の様子がわかるように、

校報「すずかけ」や学年・学級通信で

お知らせするよう努めている。 

227 234 61 4

0% 50% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 

肯定的評価 ８９％  

 
 

○多くの保護者が、学校から

の校報や学年・学級通信を

通して、学校教育目標・経

営方針や子どもの活動の

様子について、情報を得て

いることがわかる。 
 

 

☆今まで同様に確かな情報

を定期的且つタイムリー

に校報や学年通信を通し

て発信していきたい。 

☆保護者からの必要な情報

を伝えていただくよう、学

校からも電話などで積極

的に働きかけていきたい。 

Ｑ  校報や学年通信は、家

庭で読まれているか 

Ａ  学校からのお知らせ

やお願いを発信してい

るが、かなり徹底されて

いることからも、十分通

信としての役割を果た

していると考えられる。 

 
 ◎担任の加重負担にな

らない形で、必要な家

庭事情や子どもの情

報について、相互に連

絡し合うことが望ま

しい。 

仙小の誇り ３Ｓ運動 算数のＳ ソングのＳ スポーツのＳ 

校 報   すずかけ 

豊かな心をもち、自らを切り拓く子どもの育成 

４段階評価のうちの

「そう思う」「思う」

を合わせた肯定的な

評価の合計です。 

２月７日～13 日に保護者から回答いただいた

「学校運営に関するアンケート」の集計結果 

保護者アンケートの結果

をもとにした学校の考察 

保護者からの評価と

学校評価への教育振

興委員会の意見 

保護者評価結果 

から分かる状況 

を分析しました。

教育振興委員会の席

上出された質問(Ｑ)

とその回答(Ａ)です

保護者の評価、分析

結果から、新年度に

教育活動に取り入れ

たい内容です。 

新年度の学校運営の

方針について、教育

振興委員会としての

提言です。 

実数で示していま

す。回答の総数は

約９５％ですが、

項目により回答率

は上下しました。



平成１９年度     「学校運営に関するアンケート」評価の考察    仙北小学校 

保護者からの評価 学校評価 教育振興委員会評価 

【
設
問
１
】
学
校
と
家
庭
の
情
報
交
流 

 

(1) 学校は、学校教育目標・経営方針
や子どもの活動の様子がわかるよう

に、校報「すずかけ」や学年・学級

通信でお知らせするよう努めてい

る。 

272 234 61 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

   
肯定的評価 ８９％  

 
(2) 家庭では、子どもさんの家庭での
様子の変化など（学校の授業や生活

に必要なこと）を学校へ伝えるよう

努めている。 

118 274 128 30

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

   
肯定的評価 ７１％ 

○多くの保護者が、学校か

らの校報や学年・学級通

信を通して、学校教育目

標・経営方針や子どもの

活動の様子について、情

報を得ていることがわか

る。 
 

○３０％の保護者が学校へ

の子どもの情報の伝達が

十分ではないと思ってい

る。 

 

 

☆今まで同様に確かな情報

を定期的且つタイムリー

に校報や学年通信を通し

て発信していきたい。 

☆保護者からの必要な情報

を伝えていただくよう、

学校からも電話などで積

極的に働きかけていきた

い。 

Ｑ  校報や学年通信は、

家庭で読まれているか 

 
Ａ  学校からのお知らせ

やお願いを発信してい

るが、かなり徹底され

ていることからも、十

分通信としての役割を

果たしていると考えら

れる。 

 
 
 
 
 ◎担任の加重負担にな

らない形で、必要な

家庭事情や子どもの

情報について、相互

に連絡し合うことが

望ましい。 

【
設
問
２
】
子
ど
も
に
対
す
る
指
導
①
（
意
欲
） 

               

 (1) 学校は、子どもの意欲を引き出す
よう、ほめる、しかるなど適切な評

価に努めている。 

180 276 74 20

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ８３％ 

 
(2) 家庭では、お手伝いや家庭学習へ

の取り組みができるよう、励まし

の声掛けなどに努めている。 

148 310 91 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ８３％ 

 

○学校での、褒める、叱る

という人格形成に不可欠

な指導によって子どもた

ちの意欲を引き出そうと

していることへの理解は

得られていると言える。 
 
○家庭でも、励ましながら

子どもを伸ばしていこう

とする姿勢が顕著に伺わ

れる。 
 
 
 
☆学校も家庭も子どもの意

欲を高めようと互いに努

めていることから、今後

も「はげましカード」の

継続など、学校と家庭の

連携を図っていきたい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◎学校・家庭が一体と

なって子どものやる

気を引き出してほし

い。「はげましカー

ド」の取り組みは今

後も継続すべきであ

る。 
   



保護者からの評価 学校評価 教育振興委員会評価 

【
設
問
３
】
子
ど
も
に
対
す
る
指
導
②
（
学
力
） 

 

(1) 学校は、漢字・計算など基礎・基
本の習得に力を入れるなど、わかる

授業に努めている。 

237 265 43 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ９１％ 

 
 
(2) 家庭では、家庭学習の時間確保の
ため、子どものテレビやゲームの時

間が適切であるよう努めている。 

134 243 158 13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ６９％ 

 

○学校では、基礎・基本の

習得に力を入れ日々の学

習を進めていることや、

本校のＴＴ・副担任制も

学力の向上・維持に有効

であることも理解されて

いることが伺われる。 
 
○３０％の保護者が子ども

のテレビやゲームの時間

がやや不適切であると感

じている。高学年になる

につれ、この比率は高く

なっている。 
 
 
☆学年が進むと家庭におけ

る子どもの指導が難しく

なっていることから、学

校として子どもの家庭で

の過ごし方について、テ

レビやゲームの制限も含

め指導をしていきたい。 

Ｑ  仙北小の子どもたち

の学力はどうか。 

 
Ａ 全国学力調査（対象

６年生）の結果は、全

国・岩手県・盛岡市の

平均を、国語・算数と

も上回っている状況に

ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 ◎家庭での子どもの過

ごし方について必要

に応じて学校からの

指針や指導があって

もよい。 

【
設
問
４
】
子
ど
も
に
対
す
る
指
導
③
（
規
律
） 

 

(1) 学校は、子どもに誤った行動があ
った場合には、厳しく指導するよう

努めている。 

173 304 59 8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ８８％ 

 
  
(2) 家庭では、子どもに善悪の判断な
どが身につくよう努めている。 

266 256 23 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ９５％ 

                                 

○学校での子どもの誤った

行動に対する毅然とした

指導への姿勢は、保護者

の理解も得られている。 
 
○子どもに善悪の判断を身

につけさせたいという保

護者の気持ちが十分に表

れた結果となっている。 
 
 
 
☆家庭においては、善悪の

判断が身についた子ども

に育てようと努めている

が、その反面学校は、子

どもの誤った行動に対し

て、今後も愛情を持ちつ

つもっと厳しく指導する

ことも考えていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◎家庭での「善悪の判

断」の指導は９５％

と非常に高くすばら

しい。今後は家庭で

の「社会性・マナー」

などの躾けも高めて

ほしい。 



     保護者からの評価 学校評価 教育振興委員会評価 

【
設
問
５
】
子
ど
も
に
対
す
る
指
導
④
（
教
育
相
談
） 

(1) 学校は、子どもが悩みなどを相談
できるような雰囲気づくりに努めて

いる。 

67 263 171 40

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ６１％ 

 
 
(2) 家庭では、学校での出来事など子
どもの話を聞くよう努めている。 

213 264 70 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ８７％ 

 
 

○学校では、日々の担任と

の触れ合いや悩み相談箱

の設置などを通して、子

どもの悩みを吸い上げる

取り組みに努めているが

４０％ほどの保護者が悩

みを相談できる雰囲気づ

くりが「もう少し」と感

じている。 
○多くの家庭で子どもとの

会話を大切にしているこ

とが伺われる。こうした

家庭の姿勢から学校と家

庭とのより良い連携が築

かれていくと思われる。 
 
 
☆学校は、子どもとの定期

的な面談をするなど、子

どもたちが教師に気軽に

相談できる場や雰囲気づ

くりに、来年度の最大の

課題として取り組んでい

きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
◎教師と全員の子ども

との定期的な面談の

導入、校長と子ども

（6年生）との面談の
導入なども効果的で

あろう。 

【
設
問
６
】
子
ど
も
に
対
す
る
指
導
⑤
（
児
童
理
解
） 

(1) 学校は、子どもたちの友人関係に
配慮するなど、子どもが落ち着いて

学校生活を送れるよう努めている。 

109 315 98 19

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ７８％ 

 
(2)  家庭では、子どもの様子に目を配 
り、穏やかな気持ちで登校させるよ

う努めている。 

151 299 97 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ８２％ 

 

○集団の中で学校生活を送

る子どもたちにとって、

友人との関わりは大切な

ものである。その点にも

配慮した指導に努めてい

る。 
○子どもにとって、家庭は

心安める第一の場所であ

る。励ましたり、諭した

りしながら我が子を温か

く見つめるよう努めてい

る家庭が多いことがわか

る。 
 
 
☆学校、家庭とも、子ども

たちをより安定した状態

で生活させようと努めて

おり、今後も学校は、い

じめへの対応について、

早期に発見し早期に対応

して解決していきたい。 
 

Ｑ  いじめの実態はどう

か。 

Ａ 今年度の調査では、

子どもから 110件の訴
えがあった。この中に

は「１回だけ」、「今は

無い」というものも多

く、また一方的にいじ

められるだけでなく、

友達との関わりの中で

の「悪口」や「いじわ

る」が大半であった。

この中で「いじめ」と

判断した７件（保護者

からの相談の４件を含

む）を市教委に報告し

た。いずれも現在は解

決している。 

  

◎今後も起こることが

あると思うが、気づ

いたらすぐに対応し

てほしい。 



      保護者からの評価 学校評価 教育振興委員会評価 

【
設
問
７
】
健
康
安
全
に
関
わ
る
指
導
① 

 

(1) 学校は、好き嫌いなく給食を食べ
させるよう指導に努めている。 

265 259 21 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ９５％ 

 
 
 
(2) 家庭では、朝ご飯をきちんと食べ
させるよう努めている。 

397 138 280

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ９５％ 

○学校での偏食をなくする

指導は家庭にも理解され

て進めていることがわか

る。 
 
○朝ご飯をきちんと食べさ

せて一日のスタートを切

らせようとする意識が家

庭にも十分に定着してい

ることが数値にも表れて

いる。 
 
 
 
☆ごく少数であるが朝ご飯

をきちんと食べてこない

子どもが見られることか

ら、今後は個別に対応す

るなどしていきたい。 

Ｑ  朝ご飯を食べてこな

い子もいるのか。 

 
Ａ  毎日ではないが、し

っかり食べることが週

の半分であるという子

は３０人程度いる。 

 
 
 
 
 

 
 
◎朝食の習慣を、ぜひ

身につけさせてほし

い。個別に家庭とも

連携し、対応してい

くべきである。 

【
設
問
８
】
健
康
安
全
に
関
わ
る
指
導
② 

 

(1) 学校は、子どもの体力づくりに適
切に努めている。  

282 239 253

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ９５％ 

 
 
 
(2)  家庭では、歩いて登下校させるよ
う努めている。 

402 107 30 9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ９３％ 

 
 
 
 
 
 
 

○学年ごとの校内マラソン

大会への取り組みや「な

かまの日」の設定など、

学校の指導に理解を得て

いることがわかる。校内

マラソン大会には多くの

父母の応援があり、子ど

もたちの励みになってい

る。 
 
○特別な場合を除き、子ど

もを歩いて登下校させて

いる家庭が大半である。 
 
 
 
☆歩いて通学している子が

圧倒的に多い本校の子ど

もたちは、体位・体力と

もによい結果を残してお

り、学校では今後も校内

マラソンなどの取り組み

を進めていきたい。 

Ｑ  仙北小の子どもたち

の体力はどうか。 

 
Ａ  体力・運動能力調査 

 では、全国平均よりや

や優れている。体位面

では、肥満傾向が非常

に少ない状況で、軽度

中度の肥満を合わせて

も全体の６％である。 
 歩いて登校する子が多

いことと関連があると

思われる。 
 
 
◎子どもたちを見守っ

てくれる街の人たち

も多い。これからも

元気に歩いて登下校

してもらいたい。 
 
 ◎登下校の際、交通指

導員やスクールガー

ドの皆さんにもっと

挨拶をするようにな

ればよい。 



     保護者からの評価 学校評価 教育振興委員会評価 

【
設
問
９
】
学
校
と
保
護
者
と
の
連
携 

 (1) 学校は、年 4 回の参観日（3 回の
懇談会）や年 2 回の期末面談の機会
を設け、保護者の意見を聞くよう努

めている。 

282 237 21 9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ９５％ 

 
(2)  家庭では、地区懇談会、研修視察、
すずかけ祭り、学年ＰＴＡ行事、お

やじの会などのＰＴＡ諸活動への

参加に努めている。 

121 246 155 29

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

思う

もう少し

思わない

 
肯定的評価 ６７％ 

 

○参観日の際の懇談会では

学年の経営方針や子ども

の学校生活の様子、家庭

での生活の様子などを具

体的に説明・協議するな

ど実りある懇談会になる

よう進めている。 

○ＰＴＡ諸活動の実施日時

をどのように設定するか

どこの家庭にとっても都

合のいい時間はなかなか

見つけられない。それで

も多くの会員が活動に参

加し、役員を中心にＰＴ

Ａ諸活動が円滑に進めら

れている。 
 
 
☆今後もより良い面談・懇

談のあり方について、工

夫・改善していきたい。 

Ｑ  昔から父親の参加が

難しいがどうか。 

 

Ａ  おやじの会の活動も

あるが、なかなか参加

者は増えていない。 

 

 

 ◎父親の参加を促す工

夫・方策がほしい。 

 

 ◎地区懇談会の参加者

を増やすため、時期

や内容を地区にゆだ

ねることも考えては

どうか。 

 

◎3学期も期末面談を
実施し、子どもの学

校生活や成長の様子

を伝えてはどうか。 

【
設
問
10
】(

１)
お
子
さ
ん
が
学
校
で
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。 

 

○ 友達と遊んだり話したりすること。 
○ 好きな教科を勉強すること。 
○ おいしい給食を食べること。 
○ マーチングや合唱のクラブで活動

すること。 
○ 先生と勉強したり遊んだりするこ

と。 
○ 図書館の本を読むこと。 
○ 運動会などの行事に参加すること。 
○ なかよしタイムで上級生と遊ぶこ

と。 
・ 自分のがんばりが認められること。 
・ 朝マラソンをすること。 
・ うんていで遊ぶこと。 
 

○無回答はほとんど無く、

多くの保護者が自分の子

どもが学校で楽しみにし

ていることを把握してい

ることが伺える。 
○楽しみの一番は友達との

交流であり、さらに好き

な教科の学習、給食、先

生との触れ合いなどが続

く。低学年では、上級生

と遊ぶなかよしタイム

を、高学年では、課外ク

ラブの活動を楽しみにし

ていることが伺える。 
 
 
☆友達と遊んだり勉強した

りという、学校本来の姿

が子どもたちにとっても

楽しいものであることが

確認できた。子どもの願

い、保護者の思いに応え

るよう、教育の本質を今

後も追求していきたい。 
 

Ｑ  「なかよしタイム」 

 とは、どのような活動

か。 
 
Ａ  ６年と１年、５年と

２年、４年と３年の組

み合わせで上学年がリ

ードして休み時間に遊

ぶ活動である。先日の

「６年生を送る会」で、

６年生の涙を見て、声

を上げて泣きじゃくる

１年生の姿があった。

別れを悲しむ感動のシ

ーンであった。 

 

 

 

 ◎異学年交流など、小

学校６年間の中で学

ぶことが出来る活動

を、さらに組み込ん

でいってほしい。 



 保護者からの評価 学校評価 教育振興委員会評価 

【
10
】(

２)

お
子
さ
ん
を
仙
北
に
入
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。 

○ 子どもが楽しく通学している。 
○ たくさんの友達が出来た。 
○ 多くの子どもたちと触れあえる。 
○ 先生との信頼関係がある。 
○ 先生が学習の定着に努めている。 
○ ＴＴや副担任制・教科担任制など指

導法を工夫して指導している。 
○ マーチング・合唱などの課外クラブ 
○ 異学年との交流が行われている。 
○ 地域と関わる活動が行われている。 
○ 地域が子どもを見守ってくれる。 
○ 温かくおいしい給食が食べられる。 
・ 具合が悪い時も気遣ってもらえる。 
・ 高学年もまじめに取り組んでいる。 
・ 親が子どもに目をかけている。 
・ 大規模校なのに一人一人の子ども

に目をかけている。 
・ 友達を大切にする子に育った。 
・ 子どもたちがピリピリせず伸び伸

びと育っている。 

○子どもが喜んで登校して

いることを第一に、さら

に本校が長年取り入れて

きた学習指導法や課外ク

ラブ・地域交流などの活

動が保護者にも認められ

ていることが伺える。 
 
 
 
☆本校が長年培ってきた教

育方針と時流に即した指

導のあり方を、今後も家

庭や地域のご理解ご協力

を得ながら進めていきた

い。 
 

Ｑ  ２０年以上も前に始

まった教科担任制を今

もやっているのか。 

Ａ  教科担任制だけでな

く、ＴＴ（ティームテ

ィーチング）や副担任

制も取り入れ、複数の

教師による子どもの良

さを引き出す指導を続

けている。 

 

◎教科担任制などの指

導形態やマーチング

合唱などの課外クラ

ブの活動といった仙

北小の教育が保護者

にも地域にも認めら

れている。こうした

専門性を生かした指

導を、さらに続けて

いってほしい。 

【
10
】(

３)

お
子
さ
ん
を
さ
ら
に
成
長
さ
せ
る
た
め
学
校
に
要
望
し
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。 

・ 高学年でも 30人学級に 
・ 全学級に副担任を 
・ 土曜日にも学校を 
・ 校外学習の機会を多く宿題を多く 
・ 社会と接する機会を 
・ いろいろな職業を知る機会を 
・ 集団下校を 
・ 台風や災害時に早めの下校を 
・ 子どもの成長と親の成長も指導で

きる教育相談・家庭相談を 
・ 夢を持つきっかけとなる授業を 
・ 子どもの悩みを聞く機会を 
・ 子どもの気持ちを大切に 
・ 居残り学習を 
・ 漢字計算大会を 
・ スキー学習を 
・ マラソンの継続を 
・ 定期的な学習進度のお知らせを 
・ 忘れ物にもっと注意を 
・ 体力向上のため運動にもっと力を 
・ 放課後の校庭で遊ばせるよう 
・ 3学期も面談を 
・ 父母と先生のレクを 
・ 親の考えに振り回されず毅然とし

た態度で 
・ あとは家庭の問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○児童理解の面や社会と関

わる活動、安全への配慮

などへの要望をいただい

た。 
 
 
 
☆本校の教育活動に反映で 
きるものは真摯に検討し

ていきたい。 
 

Ｑ  修学旅行以外の宿泊

体験学習はあるのか。 

 

Ａ ５年生では、２泊３

日の区界でのグリーン

キャンプ（林間学校）、

６年生で１泊２日の仙

台・松島方面への学習

旅行を実施している。

今年度の６年生は学年

ＰＴＡ行事として、青

年の家で宿泊研修を学

級毎に行った。 

 

 

 

 

 ◎指導要領の改訂によ

り、授業時数贈や英

語学習の導入が言わ

れる中、今後も保護

者や地域との相互連

携を図り、教育活動

を展開していってほ

しい。 

 



❀� 特集２ 平成 19年度「仙北小・学びプランの評価」   
 これからの項は、本校教員による「仙北小・学びプランの評価」です。家庭にもお願いしているはげまし

カードの重点●12項目について、担任・副担任が自己評価しました。12項目のうち後半４項目は、家庭で

の取り組み内容ですが、子どもと家庭のはげましカードの評価をもとに判断しています。 

 
 
学びプラン「学校」の１・２は、●を２分割して項目を設定しています。 

この印の項目は「はげましカード」に掲げている項目です。 

評価結果に基づき、新年度の教育

活動に取り入れたい内容です。 

地域学習を総合（生活科）の学習の中に位置づけ、地域に

住む方々との関わりについて学ぶことを大切にしているか。 

10 812

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ７３％ 

  ☆今までも地域学習を各学

年の発達段階に応じて学

習の中に位置づけてきま

したが、今後も地域や学 

習ボランティアの皆さん

の協力も得ながら、充実 

した内容にしていきたい。 

 

岩手・盛岡の先人について指導しているか。 

6 7 14 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ４３％  

☆肯定的評価が最も低い項

目である。先人教育の充 

実は盛岡市の教育方針の 

一つでもあり、総合の学 

習や読書活動をとおして

１学級１実践の学校体制

として取り組んでいきた

い。 

不登校０を目指し子どもの心の理解に努め、心のつまずき

への早期対応をしているか。 

19 11

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 1００％ 

  ☆今年度も不登校（年間欠 

席30日以上）児童は｢０｣

であった。不登校など子 

どもの心の面でのつまず

きの解決には、早期の対 

応が不可欠である。今後 

も家庭と連携して早期解

決に努めたい。 

１ 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

学級の所属間や連帯感を育てるため、なかまの日を設定し、

教師と子どもたちとの触れあう時間を大切にしているか。 

15 10 4 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ８６％ 

  ☆子どもの心の理解のため

にも教師と子どもが触れ

あう時間や活動は重要で

あり、教育相談の機会の 

設定も含め、これまで以 

上に充実した時間になる

よう大切にしていきたい。 

学
び
プ
ラ
ン
「学
校
」 

２

● 

 

 

 

 

 

 

読む・書く活動を位置づけた国語の授業を日常的に行って

いるか。 

6 20 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ９３％ 

  ☆読み書きは国語に限らず

全ての学習の基本とも言

える領域である。これま 

でも続けてきたように、 

国語の授業研究も積み重

ねていきたい。 

 

 



漢字の確実な習得のためマスターテストを行い、全ての子

どもが学年必須の漢字を習得するよう努めたか。 

18 9 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ９６％ 

☆学年に応じて取り組みを

進め、９割以上の習得が 

できた子の割合が９１％

に達した。目標に向かっ 

て学習すること、それを 

達成する喜びを味わうこ

となどを通して、今後も 

子どもたちが意欲をもっ

て取り組むよう努めてい

きたい。 

算数で一人一人の考える力を伸ばすために指導の工夫に努

めたか。 

17 11 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ９３％ 

  ☆ＴＴや少人数指導などの 

   指導形態の工夫の他、問 

題の提示や発問の仕方、 

個に応じた課題追求、楽 

しく学ぶ雰囲気作りなど、

授業全般にわたり工夫・ 

改善に努めており、今後 

も継続したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

基礎的な計算技能の確実な定着のためマスターテストを行

い、全ての子どもが学年必須の計算を習得するよう努めたか。 

19 9 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ９３％ 

  ☆今年度は半年間の取り組

みであったが、家庭の協 

力もあり子どもたちも意

欲的に取り組んだ。９割 

以上の習得児童の割合は

全校で９０％であった。 

新年度は１年間を通して

さらに確実な習得を図っ

ていきたい。 

５Ａ(あいさつ、歩き方、後始末、合図、集まり)などの基

本的な生活習慣を身につけられるよう指導したか。 

11 17 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ９３％ 

  ☆日常の様々な活動場面で

継続的に指導していくこ

とが習慣化につながる。 

家庭や地域が一体となっ

てあいさつ運動に取り組

むとともに、校内での歩 

き方も重点として指導し

ていきたい。 

 

３

● 

 

 

 

 

 

 

 

● 
朝の10分間読書の充実に努めたか。 

13 16 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ９７％ 

  ☆教師も率先して朝読書を

行うとともに、伝記を読 

む月間の設定など、先人 

教育・キャリア教育の一 

端としての読書にも取り

組んでいきたい。 



マラソン大会など持久力や根気強さを伸ばす運動を積極的

に取り入れたか。 

16 13 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ９７％ 

☆学級対抗のマラソン大会

として競い合いながらも

互いに励まし合って取り

組んできた。運動を苦手 

と感じている子にも配慮

し、短縄・長縄びにも継 

続して取り組んでいきた

い。 

 ４

● 

 

 

 

 

 

 

● 残食０の日を決め、食べ残しを少なくするよう給食指導を

したか。 

18 9 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ９０％ 

  ☆残食が少なくなってきて

いる。バランスよく食べ

ること、朝昼晩の３食が

大切なことなど、食の教

育としての給食指導を今

後も進めていきたい。 

１

● 

学校での出来事、がんばっていることなど、子どもの話を

聞くよう努めているか。 

9 19 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ９７％ 

２

● 

家庭学習を10分×学年を目安に学習させるよう努めている

か。 

11 17 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ９７％ 

３

● 

おはようございますなどの挨拶がきちんと出来るよう声掛

けに努めているか。 

12 17

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 １００％ 

学
び
プ
ラ
ン
「家
庭
」 

４

● 

朝ご飯をしっかり食べさせるよう努めているか。 

 

21 6 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

思う

少し

思わない

 
肯定的評価 ９３％ 

  ☆家庭での取り組みとして

お願いした４つの項目と

も、はげましカードの家

庭での評価も高く、担任

もまた、その効果を実感

しています。学校と家庭

が連携して、子どもの確

かな成長を目指して取り

組んでいく内容を具体的

に示したこの「仙北小・

学びプラン」はげましカ

ードを来年度も継続して

参ります。 

 

 

 

 

 

 

 


